
産婦人科全般の包括的研究組織

研究領域融合で形成
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産
婦
人
科
の
医
療
を
取
り
巻
く
話

題
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
最
近
で
は

子
宮
頚
が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
、
風
疹
感
染
に
よ
る
先
天

性
風
疹
症
候
群
、
卵
子
提
供
に
よ
る

体
外
受
精
や
出
自
を
知
る
権
利
、
代

理
懐
胎
な
ど
の
社
会
的
、
倫
理
面
の

問
題
は
、
い
つ
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

世
間
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸

問
題
を
、
論
理
的
に
解
決
す
る
こ
と

が
、
常
に
産
婦
人
科
研
究
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
子
化
、

晩
婚
化
の
社
会
事
情
に
対
応
し
、
変

わ
り
ゆ
く
環
境
、
社
会
、
時
代
に
適

応
し
た
産
婦
人
科
研
究
と
成
果
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

本
来
産
婦
人
科
学

と
は
、
女
性
の
生
涯

と
次
世
代
を
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
で
あ
り
、
研
究
分

野

は
幅

広

い
も

の

の
、
従
来
は

一
つ
の

教
室
で
、
あ
る
程
度

研
究
テ
ー
マ
を
絞
り

つ
つ
も
包
括
的
に
行

わ
れ
て
き
た
産
婦
人

科
領
域
の
研
究
が
、

大
学
院
独
立
法
人
化

以
降
、
複
数
の
分
野

に
分
か
れ
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
で
情
報
交

換
の
方
策
を
行

っ
て

き
て
い
る
も
の
の
、

専
門
化
し
す
ぎ
た
弊

害
で
、
周
り
で
行

っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
ら
ず
時
に
情
報
共
有
の
不
足
か

ら
人
的

・
経
済
的
な
困
難
に
陥
り
、

最
大
限
の
効
果
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま

に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
グ
ル
ー

プ
で
研
究
指
導
体
制
が
確
立
さ
れ
て

い
る
現
状
が
境
界
領
域
の
研
究
を

行
う
上
で
障
害
と
な
り
、
融
合
的
あ

る
い
は
包
括
的
な
研
究
を
行
い
に
く

い
状
況
に
あ
る
。
そ

の
結
果
、
残
念
な
が

ら
、
最
近
の
産
婦
人

科
領
域
の
研
究
は
低

迷
し
て
い
る
感
が
あ

る
。
多
忙
な
産
婦
人

科
診
療
の
中
、
研
究

も
同
時
進
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、

圧
倒
的
な
マ
ン
パ
ワ

ー
不
足
が
そ
の

一
因

と
な

っ
て
い
る
。
将

来
の
産
婦
人
科
学
研

究
を
飛
躍
的
に
発
展

さ
せ
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
研
究
を
展

開
す
る
た
め
に
は
、

人
的
、
経
済
的
資
源

の
効
果
的
運
用
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
こ
で
、
統
合
産

婦
人
科
学
研
究
コ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
産
婦
人
科
学

・
助

産
学

。
女
性
医
学

・
生
殖
基
礎
医
学

な
ど
全
体
を
術
限
的
に
見
渡
す
こ
と

八重樫伸生コアセンター長が紹介

胎盤形成とエピジェネ脅 クス

胎盤の病理学解析

が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
各
研
究

チ
ー
ム
の
深
い
専
門
領
域
間
の
融
合

と
、
大
き
く
広
が

っ
た
す
そ
野
を
備

轍
す
る
専
門
領
域
間
の
再
統
合
の

２
点
を
産
婦
人
科
学
研
究
で
行
う
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ

た
。
各
研
究
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
互
い
の
介
野
の
弱
点
を
補
完

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
利
点
を
高
め

合
い
、
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
を
期

待
で
き
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
定

例
早
朝
合
同
研
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
毎
週
）
、
若
手
主
催
の
産
婦
人
科

研
究
基
盤
セ
ミ
ナ
ー

（
毎
月
）
、
統

合
産
婦
人
科
研
究
合
同
セ
ミ
ナ
ー

（
毎
月
）
、
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
毎
年
）
を
実
施
、
研
究
発
表

・
討

論
に
よ
る
意
見
交
換
と
情
報
共
有
な

ど
に
よ
る
人
的
交
流
の
場
を
提
供
し

一
■
統
合
産
婦
人
科
学
研
究
コ

一
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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。

そ
の
中
で
、
最
も
留
意
し
て
い
る

点
は
、
形
式
で
は
な
く
結
果
（
成
果
）

に
連
絡
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
真
に

実
り
あ
る
研
究

へ
と
発
展
さ
せ
る
た

め
、
全
て
の
会
合
は
自
主
参
加
で
、

強
制
で
は
な
い
。
お
の
お
の
の
自
主

的
な
向
上
心
の
発
展
を
促
す
こ
と

で
、
個
々
の
研
究
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
る
。
お
互
い
が
、
背

景
や
立
場
を
気
に
せ
ず
、
自
由
に
討

論
で
き
る
環
境
を
作
り
、
自
由
に
積

極
的
に
交
流
が
行
え
る
こ
と
に
注
力

し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
は
、

最
近
着
実
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
な
連
携
研
究
、
横
断
研
究

を
発
掘
、
発
展
さ
せ
る
た
め
、
今
後

も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

国
内
外
か
ら
有
望
な
研
究
者
を
募
集

し
、
産
婦
人
科
領
域
の
研
究
を
さ
ら

に
活
性
化
さ
せ
、
将
来
世
界
に
指
導

的
研
究
者
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
生
命
科
学
の
謎
を
解
明
す
る
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
く
。

母性看護学の研究
早産児発達障害の生理学的解析
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